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た
そ
が
れ

仲
秋
の
名
月
も
過
ぎ
て
、

サ
ン
マ
ー
タ
イ
ム
と
も
お

別
れ
と
な
つ
た
。
明
る
い

う
ち
に
勤
め
を
了
え
て
帰

宅
で
き
た
の
も
先
週
か
ぎ

り
、
十
二
日
の
月
曜
か
ら

は
家
路
を
た
ど
る
頃
、
己

に
西
の
空
が
赤
い

何
処
か
ら
も
見
え
、
見
る
場

所
に
よ
つ
て
三
本
に
も

二
本
に
も
一
本
に
も
見
え

る
の
で
「
千
住
の
お
化
け

煙
突
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
〓
発
千
住
発
電

所
の
四
本
煙
突
に
見
送
ら

れ
て
急
ぐ
楽
し
い
我
が
家

へ
の
道
…
…
…
…

ち
ら
ほ
ら
と
、
も
う
灯
を

つ
け
た
窓
も
見
え
る
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第五回

足
立
区
議
会
開
会

足
立
区
特
別
区
税
条
例
の
改
正
外
八
件

本
年
第
五
回
定
例
区
議
会
は
去
る
八
月
二
十
九
日
区
議
事
堂
に
開
会

監
査
委
員
よ
り
七
、八
両
月
に
於
け
る
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

の
後
永
井
、吉
澤
両
議
員
よ
り
行
は
れ
た
区
政
に
対
す
る
一
般
質
問

に
対
し
理
事
者
よ
り
夫
々
答
弁
が
あ
り
次
い
で
議
事
に
入
る
。今
回

提
出
の
議
案
は
区
営
共
同
作
業
所
条
例
制
定
の
件
外
八
件
で
慎
重
審

議
の
結
果
何
れ
も
原
案
通
り
可
決
と
な
つ
た
。そ
の
内
主
な
る
も
の

を
挙
げ
れ
ば

一
、東
京
都
足
立
区
営

共
同
作
業
所
条
例
制
定

の
件

今
回
失
業
対
策
の
一
環
と
し
て
失

業
者
に
就
業
の
機
会
を
与
え
そ
の

生
活
の
安
定
を
図
る
為
左
の
通
り

共
同
作
業
所
を
設
置
し
た

名
称
　
東
京
都
足
立
区
営
共
同
作

業
所

所
在
地
　
東
京
都
足
立
区
千
住
龍

田
町
五
二
番
地

二
、東
京
都
足
立
区
営
運

動
場
条
例
制
定
の
件

千
住
緑
町
十
三
番
地
に
区
営
運
動

場
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
先
々
号

の
本
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
が
こ
れ

を
正
式
に
区
営
の
も
の
と
し
て
区

民
の
使
用
に
供
す
る
為
茲
に
条
例

を
制
定
し
た
わ
け
で
、使
用
料
も

こ
れ
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た

三
、東
京
都
足
立
区
特

別
区
税
条
例
中
改
正
の

件
今
年
度
の
区
民
税
一
人
当
り
の
平

均
負
担
額
は
昨
年
通
り
三
一
三
円

に
据
置
き
と
な
つ
た
が
、其
の
後

各
個
人
毎
の
所
得
額
其
の
他
に
は

相
当
の
変
動
が
あ
つ
た
の
で
、そ

の
賦
課
標

準
を
別
表
の
通
り
改
正

し

た四
、東
京
都
足
立
区
監
査

委

員

選

任

に

同

意

の

件
学
識
経
験
者
中
よ
り
選
任
さ
れ
た

区
監
査
委
員
寺
島
榮
次
氏
の
任
期
満

了

に
伴

い
区

長
よ
り
そ
の
後
任

者
と
し
て
足
立
区
興
野
町
一

、
二

五
八

、
八
幡
早
助
氏
の

指
名
が
あ

つ
た
の
で
満
場
一
致
同
意
し

た

議
員
総
会
　
八
月
二
十
七

日
議
員
総
会
を
区
議
事
堂
に
開
会

、第
五
回
区
議
会
の
提
出
議
案
及

び
そ
の
他
に
つ
き
慎
重
に
審
議
し

た

。
案
件
は

「
東
京
都
足
立
区
営

共
同
作
業
所
条
例
制
定
の
件

」
外

八
件
で
あ
つ
た

増

額

さ

れ

た

報

酬

選
挙
管
理
委
員
の
報
酬
月
額
は

昭
和
二
十
三
年
一
月
以
来
委
員
長

六
千
円
、委
員
三
千
円
の
ま
ゝ
で

あ
つ
た
が
、今
回
の
選
挙
管
理
委

員
報
酬
費
用
弁
償
条
例
改
正
で
委

員
長
八
千
円
、委
員
四
千
円
と
改

め
ら
れ
二
十
四
年
四
月
か
ら
改
正

額
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

尚
区
議
会
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
も
一
部
改
正
を
見
て
…
こ

れ
は
議
員
で
あ
つ
て
尚
他
に
都
又

は
本
区
若
し
く
は
他
の
区
か
ら
給

料
を
受
け
、
又
は
都
か
ら
報
酬
を

受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
議
員
と

し
て
の
報
酬
を
定
額
の
三
分
の
一

額
と
す
る
こ
と
と
な
つ
て
い
た
の

を
…
全
額
支
給
す
る
こ
と
に
改
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
　
但
し
こ
の
該
当
者

は
少
な
く
議
員
と
教
員
を
兼

ね
て
い
る
鈴
木
傳
一
氏
、大
石
副

馬
氏
の
二
氏
の
み
で
あ
る

生
れ
替
る
消
防
団

昭
和
二
十
二
年
十
月
誕
生
、以

来
数
々
の
功
績
を
か
さ
ね
て
来
た

千
住
、西
新
井
両
消
防
団
が
第
五
回

区
議
会
に
於
け
る
足
立
区
消
防

団
設
置
条
例
廃
止
に
よ
り
新
し
く

生
ま
れ
替
る
こ
と
と
な
つ
た

こ
れ
は
消
防
組
織
法
に
基
い
て
東

京
都
が
制
定
、七
月
十
六
日
か
ら

施
行
し
た
特
別
区
の
消
防
団
の
設

置
等
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
、新

し
く
消
防
団
を
都
が
設
置
し
、都
知

事
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
つ
た

た
め
七
月
十
六
日
に
さ
か
の
ぼ
つ

て
廃
止
を
見
た
の
で
あ
る

都
規
則
に
よ
れ
ば
各
区
を
通
じ
消

防
団
は
四
四
、足
立
区
は
従
来
通

り
干
住
消
防
団
、西
新
井
消
防
団

が
設
置
さ
れ
て
い
る
、定
員
は
千

住
四
〇
〇
名
、西
新
井
九
〇
〇
名

区
議
会
の
期
日
の
関
係
か
ら
区
の

消
防
団
設
置
条
例
廃
止
が
遅
れ
た

た
め
近
く
七
月
十
六
日
に
さ
か
の

ぼ
つ
て
区
長
が
団
員
を
任
命
す
る

尚
、団
長
、副
団
長
は
団
員
の
互

選
、分
団
長
、部
長
及
び
班
長
は

団
長
が
命
免
す
る
こ
と
と
な
つ
て

い
る

改
正
さ
れ
た
特
別
区
民
税

一
、
均
等
割
に
よ
る
も
の

九
十
円

二
、家
屋
賃
貸
価
格
に
よ
る
も
の

家
屋
賃
貸
価
格
が

百
円
未
満
は
　
　
　
　
　
三
十
円

〃
　
以
上
〃
　
　
　
　
　

六
十
円

百
五
十
円
以
上
は
　
　
　九
十
円

二

百

円
〃
　
　
　
　
　
百
四
十
円

二
百
五
十
円
〃
　
　
　
二
百
十
円

三

百

円
〃
　
　
　
　
　
　

三

百

円

三
百
五
十
円
〃
　
　
　
　四

百

円

四

百

円
〃
　
　
　
　
五
百
二
十
円

四
百
五
十
円
〃
　
　
六
百
六
十
円

五

百

円
〃
　
　
　
　
八
百
八
十
円

六

百

円
〃
　
　
　
　
　

千
二
百

円

七

百

円
〃
　
　
　
　
　

千

六
百
円

八

百

円
〃
　
　
　
　
二
千
二
百
円

九

百

円
〃
　
　
　
　
二
千
八
百
円

千

円
〃
　
　
　
　
　

三
千
六
百
円

千
二
百
円
〃
　
　
　
四
千
五
百
円

千
五

百
円
〃
　
　
　五
千
四
百
円

二

千

円
〃
　
　
　
　
六
千
六
百
円

三

千

円
〃
　
　
　
　
八
千
二
百
円

四

千

円
〃
　
　
　
　
一
万
二
百
円

五

千

円
〃
　
　

一
万
二
千
三
百
円

七

千

円
〃一

万
四
千
八
百
円

一

万

円
〃

一
万
八
千
百
円

一
万
五
千
円
〃二

万
三
千
五
百
円

二

万

円
〃
　
　
　
　
三
万
二
百
円

三
、所
得
金
額
に
よ
る
も
の

所
得
金
額
が

四
万
円
未
満
は
　
　
　
　
二
十
円

〃
　
　

以
上
〃
　
　
　
　
三
十
円

五

万

円
〃
　
　
　
　
　
　
四
十
円

六

万

円
〃
　
　
　
　
　
　
五
十
円

七
万
円
〃
　
　
　
　
　
　
六
十
円

八

万

円
〃
　
　
　
　
　
　
八
十
円

九

万

円
〃
　
　
　
　
　

百
二
十
円

十

万

円
〃
　
　
　
　
　

百
八
十
円

十
二
万
円
〃
　
　
　
二
百
八
十
円

十
四
万
円
〃
　
　
　
四
百
二
十
円

十
六
万
円
〃
　
　
　六百
五
十
円

十
八
万
円
〃
　
　
　
九
百
三
十
円

二
十
万
円
〃

千
二
百
五
十
円

二
十
三
万
円
〃

千
六
百
五
十
円

二
十
六
万
円
〃
　
　
　二
千
百
円

二
十
九
万
円
〃
　
　
二
千
六
百
円

三
十
二
万
円
〃
　
　
三
千
三
百
円

三
十
五
万
円
〃
　
　四
千
二
百
円

四

十
万
円
〃
　
　
　五千
二
百
円

四
十
五
万
円
〃
　
　
六
千
四
百
円

五
十
万
円
〃
　
　
　
七
千
八
百
円

五
十
五
万
円
〃
　
　九
千
四
百
円

六
十
万
円
〃一

万
一
千
四
百
円

七
十
万
円
〃

一
万
三
千
九
百
円

八
十
万
円
〃一

万
六
千
八
百
円

九
十
万
円
〃
　
　
　
　
　二万
円

百

万

円
〃二

万
三
千
七
百
円

百
二
十
万
円
〃

二
万
八
千
百
円

百
四
十
万
円
〃三

万
三
千
二
百
円

百
六
十
万
円
〃四

万
一
千
四
百
円

二

百
万
円
〃五

万
三
千
八
百
円

二
百
四
十
万
円
〃
　
七
万
五
百
円

三
百
万
円
〃九

万
一
千
八
百
円

四
百
万
円
〃

十
一
万
八
千
七
百
円

五
百
万
円
〃

十
五
万
二
千
七
百
円

七

百
万
円
〃十

九
万
四
千
百
円

千

万

円
〃

二
十
四
万
四
千
百
円
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荒
れ
た
キ
テ
イ
台
風

毎
年
風
水
害
に
依
る
被
害
を
免
れ

な
い
当
区
に
は
過
日
三
十
一
日
夜
半

よ
り
区
民
一
般
の
警
戒
を
尻
目

に
猛
烈
な
烈
風
と
な
つ
て
本
土
を

襲
つ
た
キ
テ
ィ
台
風
の
た
め
翌
一

日
に
は
各
所
に
被
害
続
出
し
出
水

に
加
へ
て
停
電
各
線
列
車
の
不
通

等
混
乱
に
陥
し
入
れ
た
が
当
区
に

於
て
も
又
々
甚
大
な
る
被
害
を
蒙

つ
た

此
度
の
台
風
は
降
雨
が
比
較
的
少

な
く
毎
年
の
如
く
雨
期
に
浸
水
す

る
低
湿
地
帯
の
堤
北
寄
は
案
外
被

害
が
僅
少
に
止
ま
つ
た
が
旧
荒
川
沿

岸
地
帯
の
曙
町
、河
原
町
、橋

戸
町
、柳
原
町
、緑
町
及
び
小
台

宮
城
町
方
面
は
殊
に
被
害
が
甚
し

く
風
速
三
十
米
に
及
ぶ
烈
風
と
時

間
的
に
一
致
し
た
満
潮
の
た
め
高

潮
の
来
襲
を
受
け
た
濁
流
は
築
堤

を
突
破
し
て
一
瞬
に
し
て
旧
荒
川

沿
岸
の
一
帯
を
浸
水
せ
し
め
そ
の

た
め
家
財
の
搬
出
及
び
避
難
等
は

浸
水
速
度
が
早
か
つ
た
た
め
に
被

害
を
避
け
る
事
が
出
来
な
か
つ
た

よ
う
で
あ
る

浸
水
時
に
於
け
る
排
水
機
の
活
動

も
停
電
の
た
め
運
転
不
能
と
な
り

そ
の
暴
威
は
実
に
浸
水
面
積
八
、

五
〇
四
平
方
粁
浸
水
深
度
最
高
一

、二
〇
米
に
達
し
た

被
害
の
概
況
は

床
上
浸
水
　
　
四
、三
二
五
世
帯

床
下
〃
　
　
　
六
、三
四
〇
〃

被
災
人
員
　
　四
三
、
六
二
五
名

倒
壊
家
屋
(
全
壊
)
　
　
　
三
五
戸

倒
壊
家
屋
(
半
壊
)
　
　
　
二
〇
戸

負
傷
者
　
　
　
　
　
　
　
　

四
名

と
な
つ
て
お
り
低
地
の
多
い
当
区

と
し
て
こ
の
程
度
に
被
害
を
喰
い

止
め
得
た
事
は
不
幸
中
の
幸
い
で

あ
る
と
思
う

尚
台
風
予
報
前
よ
り
待
機
の
姿
勢

に
あ
つ
た
当
区
役
所
及
び
水
防
関

係
陣
は
全
力
を
あ
げ
て
被
害
を
極

限
す
べ
く
被
災
者
の
救
護
、浸
水
の

排
除
に
全
機
能
を
あ
げ
た
が
台

風
中
の
停
電
に
依
り
一
部
排
水
機

が
機
能
を
失
ひ
遂
に
千
住
東
、西
両

排
水
場
は
高
潮
の
猛
威
に
依
り

浸
水
す
る
事
態
が
発
生
し
関
係
者

を
憂
慮
さ
せ
る
有
様
で
あ
つ
　
た

此
度
の
被
害
は
一
昨
年
の
水
害
よ

り
は
は
る
か
に
僅
少
に
止
ま
つ
た

の
で
あ
る
が
毎
年
被
害
の
累
積
は

区
民
と
共
に
そ
の
防
止
に
一
考
を
要

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

又
被
害
の
多
か
つ
た
地
区
の
被
災

者
に
対
し
て
は
各
位
の
同
情
と
温

い
援
護
と
に
よ
り
そ
の
再
起
を
力

づ
け
た
い
と
思
う
し
今
後
水
害
の

防
除
に
対
し
て
は
区
民
各
自
一
層
関

心
を
以
て
頂
き
毎
年
続
出
す
る

こ
の
種
被
害
を
最
少
限
度
に
止
め

る
よ
う
常
に
創
意
工
夫
に
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い

医
薬
品
の
販
売
に
は

登
録
が
必
要

昨
年
七
月
に
薬
事
法
と
い
う
法
律

が
改
正
さ
れ
ま
し
て
従
来
医
薬
部

外
品
と
言
わ
れ
て
い
た
防
虫
剤
蚊

取
線
香
、家
庭
用
衛
生
綿
な
ど
は
医

薬
品
と
し
て
薬
事
法
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。従

つ
て
左
記
の
も
の
を
販
売
し
て
い
る

方
又
は
今
後
販
売
し
よ
う
と
す

る
方
は
東
京
都
に
医
薬
品
販
売
業

の
登
録
を
し
な
い
と
、薬
事
法
違

反
と
な
り
三
年
以
下
の
懲
役
又
は

三
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら
れ

ま
す
か
ら
、速
か
に
登
録
を
し
て

下
さ
い

今
後
保
健
所
か
ら
薬
事
監
視
員
が

時
々
調
査
に
行
き
ま
す
か
ら
正
規
の

手
続
を
完
了
し
て
お
い
て
下
さ

い医
薬
品
は
品
名
、製
造
元
の
住
所

氏
名
、及
び
内
容
量
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
の
で

こ
れ
ら
の
記
載
の
な
い
も
の
は
不

正
表
示
医
薬
品
で
す
か
ら
販
売
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。若
し
販
売

し
ま
す
と
薬
事
法
の
違
反
に
問

は
れ
ま
す
か
ら
充
分
注
意
し
て
下

さ
い

医
薬
品
販
売
業
の
登
録
は
手
数
料

五
〇
〇
円
(
毎
年
更
新
其
の
都
度

二
〇
〇
円
)
と
印
鑑
を
持
参
の
上

有
楽
町
駅
北
口
東
京
都
衛
生
局
薬
務

課
へ
お
出
下
さ
い

尚
手
続
等
に
つ
い
て
は
各
保
健
所

に
御
相
談
下
さ
い

品

目

浣
腸
薬
(
グ
リ
セ
リ
ン
類
)
、眼
薬

(
一
般
眼
薬
類
)
、口
中
清
涼
剤
(
仁

丹
類
)
、胃
腸
薬
(
梅
肉
エ
キ
ス
類
)

、水
虫
薬
、創
傷
そ
の
他
塗
布
剤
(
オ
ゾ

、メ
ン
ソ
レ
タ
ム
、ヨ
ー
チ

ン
、
マ
ー
キ
ユ
ロ
液
類
)
、あ
せ
し

ら
ず
(
て
ん
か
粉
類
)
、防
虫
剤
(

ナ
フ
タ
リ
ン
錠
類
)
、浴
用
剤
(
湯

の
素
、ハ
ツ
プ
類
)
、肩
こ
り
、打
身
神
経

痛
薬
(
妙
布
類
)
、吸
出
薬
(

吸
出
膏
類
)
、あ
か
ぎ
れ
剤
(
あ
か

ぎ
れ
膏
類
)
、
の
み
、
蚊
、は
え
類

の
駆
除
又
は
防
止
剤
(
蠅
取
粉
、蚊

い
ぶ
し
粉
、蚊
取
線
香
類
、薬
用

歯
磨
(
サ
ン
ス
タ
ー
類
)
、薬
用
ホ
ル

モ
ン
ク
リ
ー
ム
(
ア
ネ
ホ
ル
モ
ン
軟

膏
類
)
、ワ
キ
ガ
防
臭
薬
類
、

家
庭
用
衛
生
綿
、肝
油
ド
ロ
ツ
プ

、脱
毛
剤
、咳
止
飴
、殺
虫
剤
(

但
し
毒
薬
劇
薬
に
属
す
る
も
の
を

除
く
)

尚
日
本
薬
局
方
と
書
い
て
あ
る
医

薬
品
例
へ
ば
ア
ル
コ
ー
ル
、食
塩

等
は
薬
剤
師
を
雇
用
し
な
い
と
販
売
が

出
来
ま
せ
ん

緑
町
運
動
場
の
使
用
料

―
　
九
月
一
日
か
ら
　
―

第
五
回
区
議
会
で
議
決
を
見
た

区
営
緑
町
運
動
場
条
例
に
よ
つ
て

左
表
の
通
り
使
用
料
が
決
定
さ
れ

た
。こ
れ
は
無
料
で
あ
る
の
が
理

想
だ
が
運
動
場
の
維
持
費
も
要
す

る
の
で
こ
れ
に
充
て
る
べ
く
使
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
つ
た
わ

け
で
勿
論
他
の
ど
の
運
動
場
と
比
較

し
て
も
少
額
で
あ
り
尚
こ
の
使

用
料
も
、そ
の
時
或
は
使
用
者
の

事
情
等
に
よ
つ
て
も
減
免
さ
れ
得

る
こ
と
と
な
つ
て
い
る註

一日使用…午前八時から日没まで

半日使用… ○ 午前八時から正午まで
○ 正 午か ら日没 まで

時間使用…二時間以内



昭和24年9月17日足立区政ニユース第17号 ( 四)

第2 回足立区民体育大会
日 時　 昭和24年10月2日午前8時
場 所　 足立区営緑町運動場

◎ 陸 上 競 技
男 子 個 人 △ 100m　△ 40Om　△ 1500m　10. 000m

スプーン競走　魚釣競走　△ 走巾跳　△ 走高跳　
両脚跳　どぜうとり競走　パン喰競走　障碍物
200m　砲丸投　三段跳　棒高跳

団 体
400m 継走　800m 継走　二人三脚継走
重量運搬継走

女 子 個 人
△ 50m　△ 100m　縄跳競走　仕度競走　
スプーン競走　お手玉競走　抽籖競走　200m　
走高跳　走巾跳　棒高跳　砲丸投

団 体
2OOm継走　400m継走　投越継走　置換継走

◎ 自転車競走
△ 印は国民体育大会出場予選を併行する

◎ そ の 他
庭球　　( 10月2日　昭和ゴム)
排球　　( 10月2日　会場未定)
軟式野球( 9 月18日　千住新橋)
柔道　　( 9月18日　千寿第三)
卓球　　(日時未定　梅島第一)

申込 9月25日迄に出張所又は区役所教育課

共 催 東 京 都 足 立 区
足立区体育会

働
く
お
母
様
方
へ

=
保
育
園
増
設
=

台
所
経
済
の
や
り
く
り
に
幼
い
お

児
さ
ん
の
養
育
に
、お
母
様
方
の

心
労
は
並
大
低
で
は
な
い
が
、働

き
た
く
て
も
働
き
に
出
ら
れ
な
い

手
足
ま
と
ひ
の
お
児
さ
ん
を
お
持

ち
に
な
る
お
母
様
方
の
た
め
に
昨
年

九
月
児
童
福
祉
施
設
の
一
環
と

し
て
千
住
保
育
園
(
元
町
)
本
木
保

育
園
(
本
木
民
生
館
併
設
)
を
開
設

し
御
利
用
を
願
つ
て
来
ま
し
た
が

今
回
新
た
に
都
立
五
反
野
保
育
園

(
五
反
野
南
町
一
、二
四
〇
)
を
開

設
、次
の
環
境
に
あ
る
お
児
様
を

お
預
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

1
.
幼
児
の
保
育
に
あ
た
る
保
護

者
が
家
計
を
維
持
し
て
い
く

た
め
労
働
(
外
勤
、家
庭
、

自
営
の
各
労
働
)
に
服
す
る

た
め
養
育
出
来
な
い
場
合

2
.
保
護
者
が
疾
病
或
は
看
護
等

の
た
め
家
庭
で
充
分
な
保
護

養
育
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

3
.
家
庭
に
結
核
患
者
或
は
こ
れ

に
類
す
る
患
者
が
い
る
た
め

幼
児
の
生
活
環
境
が
著
し
く

不
良
で
あ
る
場
合

年
令
は
満
三
才
よ
り
小
学
校
に
入

学
す
る
ま
で
、
保
育
時
間
は
午
前

七
時
よ
り
午
后
五
時
迄
で
す

保
育
料
に
つ
い
て
は
家
庭
の
収
入

状
態
に
基
き
決
定
す
る
こ
と
に
な

つ
て
を
り
、
生
活
扶
助
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
は
無
料
で
す

保
育
定
員
は
八
〇
名
、入
園
申
込

そ
の
他
詳
細
は
当
保
育
園
若
し
く

は
児
童
委
員
、区
役
所
民
生
課
に

お
尋
ね
下
さ
い

さ
よ
な
ら

縁
蔭
子
供
会

た
の
し
か
つ
た
夏
休

去
る
七
月
二
十
一
日
よ
り
八
月
三

十
一
日
迄
早
起
会
、幻
灯
会
、映
画

会
、音
楽
会
、母
子
列
車
等
々

夏
季
休
暇
中
の
学
童
を
対
象
と
し

て
催
さ
れ
た
緑
陰
子
供
会
の
最
終

行
事
、子
供
演
芸
コ
ン
ク
ー
ル
会

は
三
十
一
日
折
か
ら
の
暴
風
雨
に

も
か
ゝ
わ
ら
ず
良
い
子
や
お
母
あ

さ
ん
達
が
千
寿
第
三
小
学
校
の
会

場
せ
ま
し
と
詰
め
か
け
独
唱
や
舞

踊
に
和
や
か
な
競
演
を
繰
り
展
げ
終
つ

て
優
良
な
子
供
会
へ
の
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
盛
会
で
あ
つ
た
。尚
当
日

の
入
選
者
は
次
の
通
り

独
唱
　
小
学
一
年
　
渡
邊
光
男

〃
　
六
年
　
石
川
三
重
子

ピ
ア
ノ

独
奏

〃
　
　
〃
　
野
崎
都
代
子

舞

踊
　

〃
　

五

年
　

齊
藤

と
し

子

〃
　
　
〃
　
四
年
　
小
野
壽
々
江

〃
　
　
〃
　
六
年
　
上
原
節
子外

五

名

〃
　
　
中
学
三
年
　
松
本
幸
子

〃
　
　
小
学
五
年
　
吉
田
美
知
子

〃
　
　
〃
　
三
年
　
小
野
壽
々
江

外

一

名

配

給

配
給
物
は
お
早
く

改
正
さ
れ
た
規
則
に
よ
る
と
、

配
給
日
よ
り
七
日
(
生
芋
類
は
二

日
)
を
す
ぎ
て
も
受
配
し
な
い
場

合
は
公
団
か
ら
五
日
以
内
(
生
芋

は
二
日
以
内
)
に
受
配
さ
れ
る
よ

う
通
知
さ
れ
る
が
そ
れ
で
も
尚
買

受
け
な
い
場
合
は
配
給
を
辞
退
し

た
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。但

し
止
む
を
得
な
い
家
計
上
の
都
合

を
そ
の
地
区
の
民
生
委
員
が
証
明

し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
と

い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
い
る


